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序論 
1980年代以来のアメリカの賃金格差拡大に関して、職業（occupation）間の格差の拡大に
よって生じているとする説明と、職場（workplace）間の格差の拡大によって生じていると
する説明が提示されてきた。それに対して本論文は、この 2つの力が結合することで格差
が拡大した（consolidated inequality）と主張する。具体的には、高い賃金を得る職業に就く
人が高い賃金を支払う職場で働く傾向（正の相関）が強まったということである。 

 

- 職業のメカニズム：スキルに対する需要の増加（Goldin and Katz 2008）、職業の閉鎖に
よる賃金の釣り上げ（Weeden 2002） 

- 職場のメカニズム：組織の余剰収益に対する労働者の交渉力（Cobb 2016）、効率賃
金？、補償賃金（Sorkin 2016） 

 これらはそれぞれ独立に議論されてきたが、異なる次元の不平等が相関するときにより
全体の不平等が拡大するというマクロ社会学（Blau 1977）の視点に立てば、その相関を見
る必要がある。 

 



2023/09/12 Reading Circle for Inequality Studies 
 

2 

 

Consolidationが生じる理由 

- 二極化したサービスセクターの拡大 

- 職場の職業分布のシフト：高賃金の職場における低スキルの仕事の外部化、職業レベ
ルのアップグレード 

- 職場の賃金プレミアムの発生過程の変化：かつては賃金プレミアムの高かった中-低ス
キル職業における組合の弱体化。高スキルの（典型的には女性）労働者が低賃金の職
業（ケアなど）を選びにくくなり、賃金プレミアムの高い職業に進出。スキルの高い
専門管理職集団に対する賃金プレミアムの増加。 

 

データ 
Occupational Employment Statistics Survey, 1999–2017：約 40万の事業所（establishments）を
対象にした調査。事業所（以下これを職場と呼ぶ）内の職業別就業者数およびその賃金を
尋ねている。ただし、その他労働者の個人属性は収集していない1。 

 
 

賃金の不平等のトレンド 
 𝑡年におけるある job（=workplace×occupationのセル）𝑗の賃金を𝑦!,#とする。対数賃金を
職業固定効果𝛼$,#および職場固定効果𝛽%,#で回帰する以下の式を推定する。 

ln 𝑦!,# = 𝛼$,# + 𝛽%,# + 𝑢!,#	 (1) 

得られた結果をもとに、𝑡年の対数賃金分散を以下のように分解する。 

 
1 日本でいうと賃金構造基本統計調査は個人属性も分かるという点でこの調査のほぼ上位互換

といえる。ただし時系列で見る場合、職業分類が微妙（2020年から改訂されてましになった）

という問題がある。 
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𝐕0ln 𝑦!,# 	 |	𝑡2 = 𝐕0𝛼$,#	|	𝑡2 + 𝐕0𝛽%,#	|	𝑡2 + 2𝐂𝐨𝐯0𝛼$,# , 𝛽%,#	|	𝑡2 + 𝐕0ln 𝑢!,# 	 |	𝑡2	 (2) 

2𝐂𝐨𝐯0𝛼$,# , 𝛽%,#	|	𝑡2は（1）式から直接得ることはできないが、（2）式の他の値はすべて既知
であるため、間接的に計算することができる。 

 

 分解の結果は Figure 2（左図）のとおりで、職業間分散𝐕0𝛼$,#	|	𝑡2が増加しているほか、
この期間に最も増加しているのが職業と職場の共分散成分2𝐂𝐨𝐯0𝛼$,# , 𝛽%,#	|	𝑡2である。相関
（右図）も確かに増加している。すなわち、賃金の低い職業だが賃金の高い職場で働く
人、賃金の高い職業だが賃金の低い職場で働く人（Figure 1の非対角セル）が減少してい
るということを意味する。 

 
 賃金プレミアムの下位 2/3の職場と上位 1/3の職場における職業分布の変化をみたのが
Figure 4である。とくに、賃金プレミアムが高い職業（Managerial/professional）は上位 1/3
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の事業所で大きく増加しており、代わって賃金プレミアムが低い職業（Production）のシェ
アは減少している。 

 

Consolidationを説明する 
 なぜ職業と職場の不平等の consolidationが起こったのだろうか？これを説明するため、
職場を単位とするパネルデータ分析を行う2。以下の相関係数について考える。 

Corr0𝛼%,# , 𝛽%,#;𝜔%,#2 =
Cov0𝛼%,# , 𝛽%,#;𝜔%,#2

>𝑉0𝛼%,#;𝜔%,#2>𝑉0𝛽%,#;𝜔%,#2
	 (3) 

これは、職場を単位としたとき、その職場の職業プレミアムの平均値𝛼%,#と職場プレミア
ムの値𝛽%,#を、職場の従業員数𝜔%,#で重みづけた相関係数を意味する。つまり、𝑡 = 0から
𝑡 = 1にかけての相関係数の変化は、（1）職場内の職業構成 𝛼%,#、（2）職場のサイズ𝜔%,#、
（3）職場プレミアム𝛽%,#の変化、の 3つの要素に由来する。 

 それぞれの要素の相関係数の変化に対する寄与度を測定したい場合には、どこかの要素
を𝑡 = 0のときの状態に固定した場合の反実仮想的な値（counterfactual）を計算する。たと
えば、特定の産業に属する職場の職場プレミアムを𝑡 = 0のときのそれに固定した場合の職
場プレミアムを𝛽%,&'とすると、𝑡 = 1のときの相関係数は次のようになる。 

Corr0𝛼%,(, 𝛽%,&';𝜔%,(2 =
Cov0𝛼%,(, 𝛽%,&';𝜔%,(2

>𝑉0𝛼%,(;𝜔%,(2>𝑉0𝛽%,&';𝜔%,(2
	 (4) 

これが実際に観察された𝑡 = 1のときの相関係数Corr0𝛼%,(, 𝛽%,(;𝜔%,(2の値と隔たっていれば
いるほど、特定の産業に属する職場の職場プレミアムの変化が全体の相関係数に与えたイ
ンパクトが大きいと判断することができる。 

 

 職業プレミアム 3分類×職場プレミアム 3分類のブロック別に各要素の相関係数に対す
る寄与度をみると、職業プレミアムと職場プレミアムが最も高いブロックにおける職場プ
レミアムの増加や職業プレミアムの増加、職場サイズの増加が全体の相関係数に大きく寄
与していた。さらに具体的な要因を探るため、様々な要素に着目した反実仮想推計を行っ
たのが以下の Table 2である。 

 
2 OES自体はパネルデータではないが、事業所の識別番号がついているため、そこから同一事

業所であることを特定してパネルデータを構築することができる。ここではおそらく、リンク

されたいくつかの時点のうち 1999–2005年時点に含まれるもの（の平均？）を𝑡 = 0、2012–

2018年時点に含まれるもの（の平均？）を𝑡 = 1とする 2時点×職場のパネルデータを作ってい

る。 
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この分析からは、以下の要因が職業–職場プレミアムの相関の高まりに寄与したことがわ
かる。 

- 低賃金サービス産業に属する職場と、高賃金サービス産業に属する職場の増加（c.f. 

Growth of a polarized service sector） 

- 誰に対して職場プレミアムが与えられるかが変化したこと 

o ブルーカラーが働く職場におけるプレミアムの減少（c.f. Fix wage cuts to high-

paid, low-skill） 

o 社会サービス職に従事する者に対するペナルティの減少（c.f. Fix deskilling 

social services） 

o 高度サービス職が属する職場に対するプレミアムの増加（c.f. Fix top teams） 

 

Robustness check 
4ページ+online supplementにおよぶ Robustness checkの一部抜粋： 

- 労働者の個人の属性変化がプレミアムの変化を生んでいるのではないか？→EuroStatか
ら得たヨーロッパ 17カ国のデータを使って個人属性（年齢、性別、学歴）を統制した
場合とそうでない場合とで職場プレミアムと職業プレミアムの共分散を比較。その値
はほとんど変化せず、結論に変化はないことを確認。 

- 産業の影響なのでは？→産業内の変化と産業間の変化に分割すると、不平等の拡大の
多くは同一産業内の職場プレミアムの分散増加によって起こっている。 

- パネル分析に使われた事業所は特殊な事業所なのでは？→パネル分析に使われたサン
プルと使われなかったサンプルとで相関の程度には違いがあるが、トレンドは同一 
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結論 
賃金プレミアムの分散の増加は、職業や職場だけに結びついているのではなく、それらが
結合する（consolidated inequality）ことによって生まれている。職業や職場の要因のみから
不平等の拡大を説明することはできず、構造どうしの相関を見る必要がある。 

 

今後の研究課題および含意 

- 異なる要素どうしの不平等は multiplicative（互いが互いを強め合う）かもしれない
（Tilly 1998）。また、時間が経つにつれてますまず増加していくかもしれない（DiPrete 

and Eirich 2006） 

- 組織理論に対しては、組織内の compositionを考慮に入れることの重要性を示唆する 

- ジェンダーや人種による不平等との関連 

- （文化的・象徴的・物質的）資本の不平等の増加。エリートの形成。 

 

コメント 
- 2023年の RC28 Significant Scholarship Awardに選出された論文だが積読だったので読む
ことにした。 

- 中核になるメッセージが明確、かつ全体にわたって繰り返し主張されていて印象に残
る論文。Literature reviewはかなりさっぱりめで、代わりに分析を展開しつつ途中途中
で方法が挟まるように書かれていて、経済学の論文に近い書き方のように感じた。 

- 自分の議論を古典的な社会学の理論（Blauや Tilly、Bourdieuなど）に結びつけるのが
うまく、勉強になる。 

- 途中の、色々な理論を計量モデルに落とし込んで「説明」しているところはそういう
やりかたもあるのかと思って面白かった。自分の研究関心に近いところだと、たとえ
ばサービス業の拡大が雇用の二極化に寄与したという仮説を検証したいのであれば、
サービス業のサイズを固定したときにどのような雇用の分布になるのかを見るという
ふうなアプローチで検証することができそう。 


